
津
波
対
策
検
討
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

を
開
催

▲ 倉庫の屋根に打ち上げられた
車両の引きおろし作業風景

▲海岸に流されたままの家屋▲４階まで水に浸かったアパート

▲復興支援チームが担当する義援金支払い窓口

▲いまだ多くのガレキが残る大船渡市内の様子

　７月２０日～２７日
まで支援にあたった第
２１次隊が撮影した写
真を掲載します。
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東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
第
１
回
目

の
津
波
対
策
検
討
委
員
会
を
７
月
14
日

（
木
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
町
は
、
志
布
志
湾
に
面
し
、
７
キ

ロ
の
海
岸
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
震
災
の

教
訓
を
継
承
し
津
波
に
よ
る
災
害
へ
備

え
る
た
め
に
開
催
し
た
も
の
で
、
会
議

に
は
、
県
の
地
域
振
興
局
、
警
察
、
消
防
、

地
元
消
防
団
員
、
自
治
会
の
役
員
な
ど

24
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

県
の
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
を
務

め
る
鹿
児
島
大
学
大
学
院
の
井
村
隆
介

准
教
授
が
委
員
長
に
選
ば
れ
、
自
ら
の

自
然
災
害
研
究
や
東
日
本
大
震
災
後
、

現
地
で
行
っ
た
被
害
調
査
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

井
村
教
授
は
、
平
成
18
年
度
に
作
成

し
た
防
災
マ
ッ
プ
を
示
し
な
が
ら
、
住

民
が
避
難
す
る
際
に
経
路
な
ど
を
盛
り

込
む
こ
と
な
ど
を
助
言
し
、
参
加
者
か

ら
は
「
防
災
マ
ッ
プ
の
見
直
し
作
業
や

海
抜
を
記
し
た
設
置
が
必
要
で
は
な
い

か
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
こ
れ
ら
の
対
策
と
同
時
に
住

民
の
意
識
改
善
や
啓
発
活
動
を
重
点
的

に
行
っ
て
ほ
し
い
。」
な
ど
と
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。


